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創造性を育てる音楽表現の考察
－身体表現と音楽の関わりを通して－

はじめに

2010年３月に，保育士養成課程等検討会

より指定保育士養成施設への修業教科目，

単位数及び教科目の目標・内容並びに履修

方法の改定への指導がされた．その中の

「保育表現技術」の内容には，音楽表現，

造形表現，身体表現がある．また検討会は

「これらに関する表現技術を保育との関連

で修得できるようにすることが必要であ

る．」としている．１）

平成元年の告示幼稚園教育指導要領より

領域「表現」についての重要性が問われる

ようになったが，それは研究者たちによっ

て取り上げられているにも拘らず，「音楽」

がその内容の中心に「ピアノ実技」を置か

ざるを得なかったといっても過言ではない．

当然のことながら，学生たち自身が「ピ

アノスキル」のレベルアップの重要性を認

識している．就職試験の科目から決して外

されることのない「ピアノ」は，大きく彼

らの将来を左右することもある．特に大学

入学までに一度もピアノの経験がない学生

にとっては，大きな課題となるはずである．

増してや短期大学は，授業日程からしても

初心者学生の練習時間の確保は容易ではな

い．勿論ピアノ技術は高い方が良い．より

高いピアノ技術で子どもの歌唱の意欲を高

め，豊かな表現に結びつくよう子どもたち

を導いていくことは，大変重要なことであ

ろう．

しかしながら今日，「教育」についての

あり方が問われ続け，「心の教育」「コミュ

ニケーション力」「共感，共有能力」など

課題は山積みであるように思われる．この

ような現状の中で，幼児の音楽的活動が，

特定の技能の習得に終えないようにしなけ

ればならないことは，冒頭の改定理由から

も明らかである．子どもの発達段階を理解

し，音楽活動の中から生み出される「表現」

を意義のあるものとしなければならない．

同様に，教育者・保育者を目指す学生のピ

アノ学習が，芸術性や技術の習得に偏るの

ではなく，またそれぞれのレベルに関わら

ず，音楽を通して何を「表現」するか，音

楽から何を「表現」するかなど，子どもの

目線に立った音楽表現を考え，色々な音楽

を知り経験し，自らの保育実践力に繋がっ

ていくものとなるべきである．

子どもの創造性をいかにして伸ばすのか

は，幼児教育・保育では大きなテーマの一

井　中　あけみ

１）保育士養成課程等検討会「保育士養成課程等の改正について（中間まとめ）」，2010年3月24日
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つであるが，現に子どもたち自身の音楽活

動の内容はピアノを用いない活動も多くあ

り，さらに指導者の幅広い知識や経験が問

われるものである．

幼稚園教諭や小学校教諭などの教師たち

の中には，ピアノ演奏が得意であっても，

それをいかに活用し，どのようにして子ど

もたちを音楽体験に導いていくのかがわか

らないという悩みをもっているものも多く

いるであろう．

そこで本論では，子どもの創造性を大切

にし，子どもたちが楽しむ音楽表現が行え

るような幼稚園教諭・保育者となるための

学習方法の一つを考察していく．学内発表

での実践報告を通して，「学生が演奏する

『子どもの歌』の音楽的表現」について考

察し，創造性のある幼児音楽指導の在り方

を探っていく．

１．童謡の歌唱表現について

我が国の幼児の歌唱教材の歴史は，明治

20年に出版された「幼稚園唱歌集」や，鈴

木三重吉の「赤い鳥」など数々の研究者の

教育思想に則り多くの作品が発表されてき

た．またその後，初の楽譜掲載曲の「かな

りや」から童謡運動が始まっている．２）

唱歌の中でも，西洋のメロディーを取り

入れ新しい教育を与えていこうとしたも

の，風土や子どもの生活の自然な感情を大

切にしようとしたものなど，時代の流れと

ともに唱歌教育の研究が行われきた．

そして今日，数限りない童謡曲集が出版

されている．しかしどの曲集にも欠かすこ

とのできない曲というものがあり，編曲こ

そ違うが，重複するものが多々存在する．

その選曲は幼児のためのものだけではな

く，あらゆる年代に親しまれ，歌い継がれ

てきたものであろう．

１－１　歌詞の視点から

時代の変化はすさまじく，言葉が異質の

意味となっていたり，全く使われなくなっ

たり，新世代にしか理解できない略語など

目紛るしい言葉の変化に戸惑いを感じるの

は筆者だけではないはずである．そのよう

な時代故，歌い継がれていく歌の存在は，

日本の伝統や文化，生活習慣を残していく

貴重な資料となっていくことであろう．

学生が童謡曲を学ぶにあたって，ピアノ

伴奏譜にばかり集中し，曲の内容や意味を

理解しない学習展開は決して望ましいもの

ではない．また略語や流行語など日本語が

曖昧であったり，学生たちの言葉の変化に

ついては文化の伝承が危ぶまれても，歌い

継がれてきた「歌」の歌詞は同じである．

実習の際など，学生たちは子どもたちに歌

いながらその意味を理解せず，ただ何とな

くメロディーにあわせて歌っている，そん

な光景に何度も出くわしてきた．つまりこ

こで学生への歌唱指導のあり方から考え直

す必要がある．

多くの子どもの歌の歌詞の内容は，自然

との関わり，四季感など，何故その歌があ

るのか，歌われるのかの意味がある．その

メッセージから，子どもは言葉や自然，感

情などを学び感じ取ることができる．幼児

教育者・保育者がそこに深い理解や知識を

保持していなければならないことは，当然

のことである．さらに指導者は子どもにそ

れが伝えられる表現方法を身につけていな

ければならない．このような学生達が学ぶ

べき音楽表現は，教科書の範囲に留まらな

18 豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第28号

２）Ｆ.Ｗ.アロノフ著，畑　玲子訳「Music Young Children」，音楽の友社，1990年，p59-60
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い子どもたちへの歌唱表現や，子どもたち

がイメージし易い適切な題材を見つけるな

どの方法を，歌唱法と合わせて学習するこ

とが重要である．そのことを土台とし，よ

り多くの童謡曲を学び，演奏（歌唱や弾き

歌い）し，そこに歌われている旋律の言葉

から生活習慣や知識を学生自ら学んでいく

ことは，子どもたちが自然な表現を行える

よう導いていくことのきっかけになるはず

である．

１－２　「歌う」ことについて　　　　

学生たちの殆どは，音楽に対して大きな

関心を持っている．しかしながら特別な訓

練を受ける機会に恵まれた学生以外は，充

分な歌唱表現技術を持ち合わせてはいな

い．特に高音域の声の出し方や言葉の発音，

また美しい発声をするための知識などは，

専門的な領域として捉えてきたことであろ

う．

カラオケで，映像とマイクを通し，その

歌手をイメージしながら歌う彼らのパフォ

ーマンスは，目を見張るものがある．しか

し童謡曲を歌うとなると，突然歌い方や表

情が硬くなり，カラオケのような「はつら

つさ」がなくなってしまう学生が多くいる．

言うまでもなく，童謡曲はオペラ歌手のよ

うな歌唱法や声量での表現を真似るわけで

はない．子どもたちが童謡を学ぶには，自

然な音楽環境の中で、保育者の豊かな感性

による歌唱表現能力が必要である．

口角を動かして言葉を話し，言葉に強弱

をつければ音の高低の区別が付き，言葉の

意味を知れば感情表現に繋がる．そしてこ

れらのことを到達していくための基礎が，

発声練習や腹筋の訓練，姿勢などとして挙

げられる．

このようなことを，学習の経路にて学生た

ちに明確に伝えながら，声の響きについて

の訓練や言葉の発音をコントロールする発

声の技術を身に付けることは，学習意欲の

増加に結びついていくはずである．

ここでフランセス・アロノフ博士の一節

を以下に挙げておく．2）

「肉声とは」

一人の声は

高くも　　

低くも

その中間も出すことが出来る

その声を

強くも

弱くも

中くらいにもすることが出来る

音を

急に止めることも　

長く引き伸ばすことも

同じ強さでつづけることも

だんだん強さを変えたり

急に変えたり

消えて行くように出すことも出来る

（以下略）

これは幼児達の発見によって定義づけた

ものが取り上げられている．

自分の声は，自由自在に表現できる自分

の楽器であることを語っている．

２．わらべうたから学ぶ創造性

２－１ 生活の中のわらべうた

現在在学中の学生たちは，わらべうたを

どのくらい知っているのであろうか．

よく歌われるわらベうた10曲について本

学幼児教育・保育科２年生の50名にアンケ

ートを取った結果は次のようである．

19創造性を育てる音楽表現の考察（井中）
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ここでの結果から，学生たちは童謡曲

（子どものうた）よりは遙かにわらべうた

に馴染みがあるということが窺える．

嘗て，入学前の高校生に「童謡曲10曲中

知っている曲は何曲ありますか．」という

調査をした際には，「10曲中１曲しか聞い

たことがない」が47.5%，「10曲中２曲聞い

たことがある」が28%あった３）．

しかしわらべうたは，10曲全て知らない

と答えた学生も，１曲のみ知っていると答

えた人も，０人である．

このことは，わらべうたが身近な遊びと

して生活の中で自然に歌われてきたことを

表している．

わらべうたは，子どもたちの遊びの会話，

気持ち，ルールなどがそのまま歌になって

いること，また伝統的なわらべうた独自の

旋法が，彼らにも自然と身についていたこ

とになるであろう．（旋法についてここで

は触れない）

わらべうたの重要性については，数々の

高名な研究者たちによって取り上げられて

いる．しかし，ありとあらゆる音楽のジャ

ンルを自由自在に聴くことのできる現代の

子どもたちには，より刺激の強いものが魅

力的であるには違いない．それは本学の学

生にもそのまま当てはめることができる．

増してや，３Ｄという映像法まで開発した

テレビの世界からながれてくる音楽や，コ

マーシャルソングはインパクトがあり，印

象深いものとなることは納得せざるを得な

い．

それにもかかわらず，学生たちは記憶の

中にいくつかのわらベうたを残しており，

誰かが歌い始めると，どこからか旋律や言

葉が浮かび上がりみんなで声をそろえて

「遊び」や「歌う」ことができるという光

景に何度も出くわしたのである．このこと

は，彼らが幼少時に幼稚園や保育園，小学

校，あるいは近所の友達とわらベうたの遊

びで交流を図ってきたことをあらわしてい

る．小島律子氏は「わらベうたは遊びであ

ると同時に子どもの文化である．（中略）

作者不詳で子どもたちの間で伝承されてき

たわらベうたは，子どもが生活経験におい

て蓄積してきた意味の表現であり，子ども

の文化財といえる．」４）と語っている．

またわらベうたは音楽的見地からの研究

も多数あり，世界的に有名なコダーイ・ゾ

ルターン，カール・オルフ，わが国の音楽

学者小泉文夫らのすばらしい学者たちの成

果により，現代の研究者たちからわらべう

たの学校教育への導入がいくつも提案され

てきた．

保育園や幼稚園の現場ではその取り入れ

られ方が非常に明確である．本来のわらべ

20 豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第28号
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３）井中あけみ著「音楽教育における合奏の効果的指導の考察」『豊橋創造大学研究紀要』第27号所収，2010年，p24-25
４）小島律子，関西音楽教育実践学研究会著『学校における「わらべうた」教育の再創造』，黎明書房，p16
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うたが「遊び」である５）という観点から

すれば，その対象者が子どもであることが，

わらベうた導入に対して，より具体的な実

践ができよう．

そこで重要なポイントは，園児たちと深

い関わりを持つ幼児教育者・保育者自身

が，「わらべうた」の豊かな表現活動の楽

しさを知っていることである．そこには子

どもたちの表現を見逃すことなく，保育者

の適切な働きがけが期待される．

２－２ 本学学生のわらべうたの

取り組み方

本学は，毎年学内発表の場で，わらベう

たの演奏を行っている．「日本の伝統に触

れる」というテーマを主旨としているから

である．

大学に関わらず，わらべうたを教材とし

て導入する場合，当然のことながら年齢が

高いほど「遊び」の域から遠ざかり，「楽

曲」としていかにすばらしく演奏するかに

論点が移行していく．

また数多くの「わらべうた」の編曲があ

り，それぞれに楽曲として十分手応えがあ

る．今回も技術優先の「楽曲」研究に重き

を置くことでスタートした．曲目は次のよ

うである．

〈演奏曲目〉

・「通りゃんせ」（二部合唱）

源田俊一郎　編曲６）

・「あんたがたどこさ」（三部合唱）

信長貴富　編曲７）

・「ずいずいずっころばし」（二部合唱）

源田俊一郎　編曲８）

３曲ともレベルの高い作品発表とするた

めには，音楽専門的な発声訓練，ソルフェ

ージュ力など感覚の訓練の経験が必要であ

る．いずれの曲もすばらしい作曲家の編曲

であり，合唱曲として楽しさや響きの美し

さを味わうことのできる作品である．しか

し音楽専門学生ではない学生たちには，ハ

ードルが高いところもあり，学生たちの努

力とは裏腹に，不安は大きくなった．

問題点は，『複雑なメロディーは「オシャ

レでカッコいい」が，「複旋律の部分になる

と音程が取れない，意味がわからない」の

で，わらベうたの主旋律に戻ってしまうこ

と（学生の発言による）』である．これは明

らかに経験不足やソルフェージュ力の低さ

である．その強化のための反復練習や記憶

させる訓練を行い，彼らの努力可能な範囲

の最善を尽くし，二部合唱，三部合唱の「形」

を作った．決して無理な押し付けではなく，

自分たちの作品発表を行うために前向きな

練習を行ったのである．しかし意に反し学

生の反応はマイナスに傾いていった．

・「面白くない」

・「子どもに聴かせようと思わない」

・「楽しくない」

・「わらベうたのイメージから逸脱してい

る」

・「暗い気持ちになる」

・「次第にわらべうたを歌う意味がわから

なくなる」

・「歌だけでは，子どもが怖がらないのか

と不安に思う」 他

（学生批判より）

21創造性を育てる音楽表現の考察（井中）

５）小島律子，関西音楽教育実践学研究会著『学校における「わらべうた」教育の再創造』，黎明書房，p14
６）源田俊一郎編曲「いとしのエリー」［改訂版］より「三つのわらべうた〈通りゃんせ〉」，カワイ出版，2006年，p43
７）信長貴富編曲「７つの子ども歌」より「あんたがたどこさ」，edition KAWAI ，2009年，p26-31
８）信長貴富編曲「いとしのエリー」より「三つのわらべうた〈ずいずいずっころばし〉」，p42-43
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これらの言葉は，幼児教育や保育の現場

を少なからず経験し，子どもの表現という

ものを味わったことのある学生だからこそ

の発言であった．

そこで，筆者は彼らに次の①②③と順を

追って提案をした．

①子どもの頃を思い出し，その遊び方通り

に「わらべうた」に動きを付け，本来の

形（メロディー）の通りに歌う．

〈結果〉

子どもの頃のようには楽しさが持続せ

ず，人の前で発表する行為としては単純

でやりがいがない．（学生意見）

このコメントは予想のできるものであ

り，彼らそのものは子どもではないので，

舞台上で発表する演目としては物足りない

と感じるということであろう．

②わらべうた本来の単旋律メロディーに，

彼ら独自の身体表現をつけて歌う．

〈方法〉

いくつかのグループに分かれ，それぞれ

自由な表現を創作した．

その後話し合いでより良い表現を繋ぎ合

わせて，仕上げていった．

〈結果〉

言葉の伝え方や自分の感情表現のイメー

ジが明確になった．

わらべうたを歌うことが面白いと感じら

れるようになった．

子どもに自分の表現を見てほしいと思え

るようになった．（学生意見）

ここでは彼らの「やる気」というものの

度合いが少し変化したようである．言葉の

リズムに合わせて歩いたり手の動きを入れ

たりと，豊かな動きを付けることは，歌詞

の内容を理解しリズムを感知し，それを自

分たちで歌唱し認識することが出来たので

はなかろうか．

さらにこの後学生たちは，今回の演目で

ある二部合唱に身体表現を付けて演奏した

いという次の目標を持ち始めた．

③わらベうたが編曲された合唱曲にそれぞ

れのパートで身体表現を付け，合唱を行

う．

〈方法〉

・実践例 ずいずいずっころばし（二部合唱）

【動き】

手に指が入るくらいの空間を作り，軽

く握る．隣の人のその手の空間に人差し

指を入れることをリズムに乗って繰り返

す．パート毎に立ち上がり，前列後列交

互に左右を行ったり来たり追われる様子

やチューチューと鳴く様子，おとさんお

かさんを呼んでいるようすなど，曲の素

材を使った外面的な表現効果をねらって

いる．手遊びの発展形ともいえよう．

・実践例 とおりゃんせ（二部合唱）

【動き】

とおりゃんせの子どもの遊び方を応用

し，各パートを「くぐる人」と「道を作

る人」で歌唱パートを分ける．

・実践例 あんたがたどこさ（三部合唱）

【動き】

楽譜の編曲は掛け合いの面白さを表現

している．３つの声部がテンポよく入れ

替わったり，一緒になったりの様子を
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「さ」でさらに特徴付ける．もともと毬

つきの遊びの印象が強く，学生たちはカ

スタネットを持ち，各パートが「さ」で

リズムを叩いた．時間差で「カスタネッ

ト」と「さ」の響きが，テンポよく列を

成して，それまでより曲に勢いを増した．

しかし，楽器を使わず，合唱曲として

の表現をするには，どうすべきか．そこ

で考えたのが，お互いの顔を見ながら歌

ってみることであった．それぞれ三つの

パートがお互いの顔が見られるように三

角にフォーメーションし，別のパートが

何を歌（語る，話す）っているのか，ど

のタイミングで掛け合うのかなど，日頃

の演奏会形式では有り得ないフォーメー

ションで練習を開始した．また別のフレ

ーズには列が前後や左右に行ったり来た

りし，言葉の変化に応じてフォーメーシ

ョンを変化させた．

上の図のように，それぞれの表情や役

割が確認できるよう配置した．

注意：学内発表に於いては，舞台のサイズ

に合わせ，動きが可能なもの，歌唱に支

障のない，観客に不快感とならない（客

席と舞台が平面のため）等を考慮し，本

番までに何度も構成を繰り返した．従っ

てここに表記したものと若干違っている．

２－３　結果

歌唱・合唱の技術を習得する方法は読譜

力と基礎力，練習量を筆頭とし，知識・経験

といった知的レベルの項目が必要となろう．

今回学生たちが，指導者（筆者）と共に，

曲の理解の方法として身体表現を用いたの

は，わらベうたが「音楽と言葉」に「身体

表現」が切り離せないものであることを自

ずと経験から知っていたからであろう．そ

れによって彼らは，難易度の高い合唱のメ

ロディーへの学習意欲が高まり，歌詞の意

味を理解し，わらベうたのリズムを体得し

ていくことで，歌唱の方法を自然と理解し

ていった．

２－４ 学生がわらべうたを学ぶ意義

わらベうたが「遊び」である9）という理

論を念頭に置き，幼児教育の中でそのわら

ベうたをいかに取り入れていくかは，教育

者や保育者になるその人々こそが熟知して

いなければならないことであろう．無論子

どもの「遊び」の感性は教えるべきもので

なく，そこにある言葉とその伝統的なリズ

ムが導いてくれる．また敢えて大学生がわ

らベうたを演奏する必要性はないのかもし

れない．しかし保育者たち自身が創造性を

持ち，そこで育まれる社会性についての研

究を続けていくことは，子どもたちにとっ

ての良い環境を築いていくきっかけとなる

のではなかろうか．また子どもの活動を理

解するためには，活字や視覚的に学んだ知

識に頼ることなく，幼児教育者・保育者自

身が色々な角度からの表現を行う機会を持

つことである．その意味から考えると，わ

らべうたを題材とし，知識や感情，興味，

それまでに積み上げてきた学生たち自らの

経験から，わらべうたに積極的な表現方法

で取り組み，深い探求心を持てたことは，

23創造性を育てる音楽表現の考察（井中）

９）小島律子，関西音楽教育実践学研究会著『学校における「わらべうた」教育の再創造』，黎明書房，p14

例１ 例２ 男性パート 

ソプラノ 
パート 

アルト 
パート 

A

A

B

B
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大変意義のあることであった．

３．手遊びの表現について

「表現」の方法として最も自然なものの

中に「手遊び」が挙げられる．子どもたち

の毎日の生活や保育の中で，手遊びはわら

ベうたと並び，道具を必要としない最も身

近な遊びの一つである．

保育の中では，子どもを静かにさせたり，

落ち着かせたりなどの手段として使われる

場合もあるが，その良し悪しは別として，

それは子どもたちに大きな関心があるから

こそ使われる手段であることか窺える．

幼稚園教諭・保育士をめざす彼らは，如

何にたくさん，新しく，珍しく，面白い手

遊びのレパートリーを増やすかに興味満載

のようであり，実際子どもたちの反応も敏

感である．

３－１ 手遊びの音楽的要素について

「手遊び」は，現場の教諭や保育士の研

究だけに任されているように見受けられ

る．勿論それに勝る研究の場所は無いが，

そこには音がついているものがほとんどで

あり常に音楽と言葉と身体の動きを伴った

遊びなのである．

また伝統的なわらべうたとは違い，新し

い作曲家や西洋の曲に日本の歌詞を付けた

ものもたくさんある．つまりわらベうたの

ような自然と伝承され生活経験に蓄積され

てきたものだけではなく，新しいものが創

作されている．そのリズムで展開される手

遊びは，子どもたちに取って大変身近なも

のなのである．

３－２ 「手遊び」の音楽の

効果的表現について

手遊びは「じゃんけん」，「役割」，「数」，

「スキンシップ」，「形」などの種類がある

が，これらから，学内発表のための「舞台

での手遊び」を行ってみることになった．

そこで広い空間を利用した学生独自の「手

遊び」で音楽を効果的に表現した．

３－２－１

・実践１「グー・チョキ・パーでなにつくろ」

・演奏方法

吹奏楽器（金管・木管・打楽器）で合奏

（伴奏）を行う．それぞれの楽器の特性

を生かし効果音としても演奏する．

・使用楽譜

「手あそびうたメドレー」本澤なおゆき

編曲より10）

24 豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第28号

表１（１番） 

グー 

グー 

カスタネット 

チョキ 

チョキ 

カバサ 

パー 

パー 

タンブリン 

で 

 

トライアングル 

グー 

グー 

カスタネット 

チョキ 

チョキ 

カバサ 

パー 

パー 

タンブリン 

で 

 

トライアングル 

言葉 

身体（手） 

効果音・楽器 

表２（２番） 

グー 

しゃがんで体をまる虫の 
ようにグーと丸める 
 

トロンボーン 

チョキ 

上に軽く飛び上がりながら、 
手を真っ直ぐを延ばし、 
Ｖの字でハサミを表す 

クラリネット 

パー 

もう一度軽くジャンプで 
着地時にパーの手を 
大きく広げ、 

トランペット 

で 

 

 

 

シンバル 

言葉 

 
身体（手） 

 

効果音・楽器 

10）本澤なおゆき編曲「手あそびうたメドレー」，ミュージックエイト
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〈１番〉・表１のグー・チョキ・パーにそ

れぞれ楽器を決め，繰り返すこ

とで漠然としているグー・チョ

キ・パーの存在を意識付けるよ

うにした．

・表３では「なに作ろう」の考え

る様子に集中させる．

・表４では決めた楽器の「音」と

「手」が同時に表現されること

で，アイスクリームへの演出効

果を目指す．

〈２番〉・表２のグー・チョキ・パーは楽

器も身体も大きくなり，日頃子

どもたちが予想できない動きが

特別な楽器と共に強調される．

・大太鼓の響きでお相撲さんの重

量や大きさを表現する．

〈結果―子ども達の様子から―〉

日頃子どもたちの聞きなれたメロディー

が合奏のイントロによって始まると自然に

「手」を動かし始めた．学生たちの表現と

子どもたちが一緒に共有している様子が窺

えた．また二つの手が何を創るのかの駆け

引きを楽しんでいる．「アイスクリーム」

ができたことを隣にいる母親に見せる子ど

もが多く，自分もできたことを自慢げにし

ている．それを見た母親たちの殆どが，自

分も表現しようと動き始めた．２番になる

と，グー・チョキ・パーは予想を反し聴き

なれない音と共に表現され，「吹く」とい

う楽器の音に関心がいき，子どもたちはそ

の音色と楽器の形を凝視していた（表２）．

そしてその結論として大太鼓がなったと同

時の「お相撲さん」の表現で大きく頷く子

どもたちは，当然のことながら，太鼓のリ

ズムに合わせて「ドスこいドスこい」の表

現を楽しんでいた．

３－２－２

・実践２「おべんとうばこのうた」

・演奏方法

吹奏楽器（金管・木管・打楽器）で合奏

（伴奏）を行う．それぞれの楽器の特性

を生かし効果音としても演奏する．

・使用楽譜

「手あそびうたメドレー」本澤なおゆき

編曲より11）

歌の主旋律は楽譜によって違いがある

が，この編曲された楽譜のメロディーで

はなく，全員の学生が自分たちの「おべ

25創造性を育てる音楽表現の考察（井中）

表３（１，２番） 

なにつくろう 

腕を組み考えている様子を表現 

楽譜通りの合奏 

なにつくろう 

腕を組み考えている様子を表現 

楽譜通りの合奏 

言葉 

身体 

楽器 

表４ 

右手はグーで 

右手はパーで 

グー 

パー 

カスタネット 

大太鼓 

左手はチョキで 

左手もパーで 

チョキ 

パー 

カバサ 

大太鼓 

アイスクリーム 

おすもうさん 

グーとパーを組み合わせる 

パーでドスコイの動作 

カスタネット ・ カバサ 

大太鼓 

言葉１番 

言葉２番 

身体１番 

身体２番 

楽器１番 

楽器２番 

11）本澤なおゆき編曲「手あそびうたメドレー」，ミュージックエイト
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んとうばこ旋律」を歌った．合奏のメロ

ディーが歌の主旋律として演奏されてい

るにも拘わらず，歌詞を歌う学生たちの

メロディーは，決して楽器に惑わされる

ことなく自分たちの節を守っていた．そ

れはまるで「ラップ」のように感じられ

非常に印象的であった．

・パターン１　

通常自分の体の胸あたりで行う，「普通

サイズ」の「おべんとうばこ」を表現す

る．おにぎり，刻み生姜，ゴマ塩，人参，

さくらんぼ，椎茸，ゴボウ，レンコン，

蕗を指で数を表わしながら進めていく．

合奏による伴奏は楽譜通りの楽器編成で

テンポ通り（ �  ＝120前後）に演奏する．

・パターン２

極小さい「おべんとうばこ」を表現する．

指だけを使い目の高さくらいのところの

みで，手遊びをする．指先に集中するこ

とで小ささを表す．

伴奏の音の高さを１オクターブ上げ，速

さも �  ＝145前後で演奏する．

楽器は高い音域のフルートとグロッケン

の高い音域を旋律としてピアニッシモで

演奏した．学生たちは「リス」の「おべ

んとうばこ」をイメージしている．音の

高さと速度を上げて特徴を出そうとした

ものである．

・パターン３

伴奏の速度を極度に遅くする（ �  ＝76前

後）．音域も楽器によって可能な限り下

げて演奏する．主旋律はチューバ，トロ

ンボーンで幅広く演奏する．

ここで登場するのが，９人の男子学生で

ある．動きは一歩一歩重たく，大きな

「おべんとうばこ」を体全体で表現する

ことで，その大きさと重さを強調する．

学生たちは，大多数の子どもがぞうさん

の「おべんとうばこ」をイメージするで

あろうと予想していた．

・男子学生が３人づつ一組となり（計３

組），大きく手を広げて大きな「おべん

とうばこ」を作るところから始まった．

（図１）

・「おにぎり，おにぎり，ちょいとつめて」

で図２のように真ん中の人がおにぎりと

なり，おべんとうばこに詰められていく

時，リズムに乗って下へしゃがむ．
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図１ 

図２ 

図３ 
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（図２）

・「きざ～みしょうがに…」は，真中の人

が顔を伏せて生姜になり，両際の人が真

ん中の人の腕を取り，生姜を刻む様子を

表している．

生姜を刻む際も， �  �  �  �  と，リズムを
刻んでいる（図３）．

・その他の表現も体全部を使い，子どもた

ちの想像するものに近付けるよう表現の

工夫がみられた．

〈結果〉

実践２は「小さい」「大きい」の比較を

表現したが，この身体的視覚表現と動きの

表現が，楽器の音によってしっかりと裏付

けされていた．それは，子どもたちの反応

やアンケートから読み取ることができた．

「小さいおべんとうばこ」では，身を小さ

くし小刻みに体を動かす様子が録画した

DVDの画面に残っている．

アンケートには

「大きいおべんとうばこがすごく大きく見

えて楽しかった．」

「大きなものが入っているおべんとうばこ

が本当にあるように感じた．」

「小さいと大きいの違いがはっきり感じら

れた」

などの感想があった．

また小刻みに体を震わせる「小さいおべ

んとうばこ」に対して，ゆっくりと重たく

からだを傾ける様子は，唯一使用された

「大太鼓」の音につられて動かされていた．

３－３　実践を終えて

今回の発表では，子どもたちがその場で

即参加することができ，楽しめるものを取

り入れることがテーマであった．一般的に

コンサートといえば，歌唱・合唱，合奏・

ピアノ演奏というものが挙げられるであろ

う．しかもその演奏レベルをいかに高めて

いくかが難関であり，目標は「美しく」

「楽しく」「心をこめて」など掲げてはみる

ものの，中々到達できるものではないのが

現状である．

幼児教育や保育に活かされる養成校での

音楽教育とは何かを考えるとき，理想を掲

げても，結果的には歌唱や楽器よりも，ピ

アノ実技の習得に大半が置かれてしまう傾

向にある．

しかし筆者はピアノ実技の習得を活かす

ためには，言葉や動き（身体）と共に音楽

をどのように表現するかという部分にも観

点を置かなければならないと考える．

今回の「わらべうた」では，その遊び方

や言葉，自分たち独自の身体表現に創造性

を持って創作したことが，「意欲」を育て，

「共有」を学び，コミュニケーションの中

で自他を確認しながら，自分たちの「遊び」

を表現している．

「手遊び」は，歌唱，楽器，合奏，合唱

という網羅したい項目の殆どを取り入れ，

子どもたちが受け入れ楽しむことができる

ような表現方法で発表した．

筆者自身，音楽的価値のあるといわれる

曲を如何に上手に美しく演奏できるかが，

「音楽」の学習の価値観であるとしてこだ

わってきた．学生たちはその時々に指導者

側の期待に答えようと努力してくれてい

た．そしてその彼らなりの成果を達成して

きたように思われる．しかし今回子どもた

ちの「遊び」の歌，「わらべうた」や「手

遊びうた」に取り組んでみて，彼らが「遊

び」に対しての多くのイメージや材料を持
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4 おにぎり おにぎり ちょいと つーめ て 

4 � � � � �  
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っており，それを柔軟な発想と創造性を持

って表現できたことは，これまでの「音楽

表現」への既成概念を覆すものとなった．

４．終わりに

芸術的価値の高い演奏をするには，高い

演奏技術を持っている教師を真似ることが

必要であろう．天才音楽家は幼児にもいる．

ではその天才が「手遊び」や「わらべうた」

を歌わないのかというとそうではない．そ

れとこれとは別々なのである．コンクール

に入賞するバイオリンの幼児は，保育士と

嬉しそうに興味深く「手遊び」を楽しんで

いた．

偉大な研究者たちが「わらべうた」の導

入を勧め，その研究の成果を発表している．

それらの研究活動を最大限に活用し，幼児

教育者や保育士となるもの自身が，「表現

方法」を蓄えることや，表現できることが

必要である．素晴らしいピアニストの教師

はそれを生徒に表現（伝える）するすべを

知っている．

幼児教育においての「音楽」の授業をど

のように現場実践に結び付けていくかは，

子どもたちの目線に立ちながら，学生たち

自らの音楽表現活動を行う機会を多く持つ

ことから始まる．さらに学生自身の創造性

を豊かに育み，時代の流れに応じた適応力

を身に付けることを目標とすべきと考え

る．

フランセス・ウェバー・アロノフは「幼

児と音楽」の中で次のように述べている．

「現場の教師たちは音楽教育の指導法を学ぶ

必要がある．」「幼児への教育計画は，彼ら

の実生活に即したものでなければならない．

この意味から，柔軟に対応できない指導法

では，幼児の概念形成に役立たない．」12）

アロノフは，表面的な知識や技術のみを指

導するのではなく，人間性の表出としての

音楽にふれていくことを目標としている．

今回の実践の中で，「身体の動き」は

「音」のイメージによって表現をより豊か

なものとし，「音楽表現」は「動き」を感

じることにより，より明確なものとなって

いった．このことは，本来彼らが「音楽」

を，個別な，特別なものとしてとらえてい

るのではないことを物語っている．本学の

ような幼児教育・保育の養成校には「ピア

ノ演奏」や「ピアノ技術」の習得が困難な

学生の割合が多い．その対策を考える際，

所謂「鍵盤上の勉強」だけが突出してしま

い，「子ども」という軸を忘れがちとなっ

ていることがある．また学生たち自身，音

楽＝ピアノ＝苦手というイメージを持って

しまい，現場教育に於いても，「規制通り

を教える」という音楽指導に留まって仕舞

いがちとなる．

イギリスのメアリ・ペイプは今から30年

近く前に次の一文を書いている．

「ピアノは堂々とした楽器で，大勢のい

たずらっ子たちを圧倒する大きな音がでま

す．しかし，どの家にも応接室にアップラ

イト・ピアノを置いて，家族全員が村のオ

ルガン奏者からレッスンを受けたなどとい

う時代は過ぎました．――中略――もう身

分の象徴でもなくなり，ピアノのない家が

ふえています．ピアノを弾かない新世代の

教師が育っていて，ピアノを弾けることが

とりもなおさず音楽教育なのだという考え

かたはすたれてきました．」13）
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メアリが語るイギリスでの30年前のピア

ノ教育事情が，日本の今の学生たちの状況

と全く同一のものとは言い切れない．しか

し確かに最近の住宅環境事情もあり，ピア

ノという楽器を購入する家庭も減少してい

るようである．またさらに不況という経済

事情もあり，教師や保育者を目指す学生の

中にも，ピアノに代わる鍵盤楽器も持たな

い家庭もあり，音楽は苦手ということを，

そこに結論付けてしまう事例もある．

先にも述べたが，ピアノは勿論「上手」

であることが望ましい．しかし子どもたち

の自然な発想や創造性を引き出していくた

めには，ピアノに頼るだけの音楽表現では

なく，日常生活の中で拾い出す言葉から音

を作ったり，自然な音を体で表現したり，

体に感じるリズムを楽器で表現したりな

ど，保育者自身が幅広い表現力を身につけ

る必要がある．

歌唱（言葉を含む）・楽器奏・身体の動

きのそれぞれが融合した「表現」は，子ど

もたちだけのものではない．保育者たち自

身がその３つの要素の質を高め，さらに豊

かな感性と創造性を培うことが大切なので

ある．

近年，自然との関わりの軽減やデジタル

化，携帯やゲームなどの発展に伴い，人間

同士のコミュニケーションや集団行動の活

動ができない人が年代に関わらず増加して

いるのは誰もが問題視していることであ

る．自然との関わりや，社会的秩序，人間

関係のバランスや適応力，場の判断力など，

かつては子どもの「遊び」の中で学んでき

たはずである．そのような場を失いつつあ

る現在，保育所や幼稚園での「わらべうた」

導入などが，欠かせないものとなりつつあ

るのかもしれない．

学生たちの身体を使った創造性豊かな音

楽表現の学びは，子どもたちを知り，子ど

もとの関わり方を学ぶことでもある．その

意味からも今回の発表は，学生たちが音楽

表現に対し，広い視野を持って取り組むき

っかけになったと考える．
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